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・本計画は函館市が令和6年1月に，地域の公共交通政策のマスタープランとして策定。（計画
期間：令和６年度～令和１０年度）本市の公共交通課題として，人口減少等による公共
交通利用者の減少，運転手不足等をあげ，これに対して「まちづくりと一体となった，将来にわ
たって持続可能な公共交通ネットワーク」を構築することを基本理念としている。
・本計画は法律上，毎年度，施策の実施状況についての調査・分析及び評価を行うよう努める
ものとされており，函館市地域公共交通協議会において構成機関の認識の共通化を図りつつ，
進捗を管理して運用する必要がある。（地域公共交通の活性化及び再生に関する法律第7条
の2第1項）

1-1. 函館市地域公共交通計画について

課題①：バス路線網が複雑に入り組んでいるなど，高齢者の

通院・買物，通勤・通学，観光客にとって利用しに

くい

課題②：路線バスなどの公共交通の利便性が低いエリアが

存在

課題③：人口減少に加え，コロナ禍により，路線バスなど

の利用者数が低迷

課題④：バス・タクシードライバーの高齢化などにより，

公共交通の担い手が不足

まちづくりと一体となった
将来にわたって持続可能な
公共交通ネットワークの構築

●解決すべき公共交通の課題

●函館市地域公共交通計画の基本理念

七飯町

鹿部町

北斗市

森町

東部地区
北東部地区

中央部地区

西部地区

東央部地区

北部地区

函館市全域
凡例

新幹線 主要交通結節点

JR在来線 補完交通結節点

市電 幹線交通

道南いさりび鉄道 フィーダー交通

交通機関軸 結節点内交通

空港

フェリーターミナル

●目指すべき将来の公共交通ネットワーク
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・本計画においては，基本理念に基づき，基本方針と計画目標を掲げ，計画目標達成のた
め，７種の施策に取り組むこととしている。
・また，計画の評価指標として５項目を挙げており，本指標にもとづきモニタリングを行う。

１-2. 函館市地域公共交通計画の施策・評価指標について

基本方針Ⅰ

市民生活を

支える効率的で

利便性の高い

公共交通ネット

ワークの形成

基本方針

基本方針Ⅱ

来訪者に

とっても

わかりやすい

公共交通の形成

基本方針Ⅲ

公共交通の

持続性の確保

計画目標 施策

② 地区特性に応じた運行形態の
見直しによる交通の確保

③ バス路線網を踏まえた交
通結節点の乗継利便性向上

⑦ 公共交通ドライバーの確保

⑥ 来訪者にとっても公共交通を
利用しやすい環境の構築

計画目標①

地区特性に応じた

最適な運行形態による

移動サービスの導入と再編

計画目標②

交通機関間の接続の

円滑化

計画目標③

公共交通の利便性向上と

意識醸成による利用促進

計画目標④

地域公共交通の担い手

確保

① バス路線の維持および効率的な
公共交通ネットワークの形成

④ 新技術を活用した
新たな移動サービスの活用検討

⑤ 公共交通の利用促進に
向けたソフト施策の推進
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評価指標
目 標 値
( 現 状 )

① 公共交通利用者数の
減少率と
人口減少率の差

利用者数
減少率

≦人口減少率

② 乗合バス事業
経常収支率

７５％
(６７．６％)

③ 主要交通結節点
利用者数

5,750人/日
（5,224人/

日）

④ 公共交通利用者の
満足度

３０％
（２２％）

⑤ 公共交通ドライバーの
確保に向けた
イベントの参加人数

３０人/回



２-１. 函館市地域公共交通計画における施策

施 策 取組内容

①バス路線の維持および効率的な
公共交通ネットワークの形成

１ 補助金の活用によるバス路線の維持
函館市バス生活路線維持費補助
金など

２ 系統の集約化などによる運行効率化

②地区特性に応じた運行形態の
見直しによる交通の確保

３
路線バス利用者が少ないエリアの
運行形態の見直し

運行車両の小型化，予約運行方式
や自家用有償旅客運送など

４
公共交通の利便性が低いエリアの
解消に向けた新たな交通の導入検討

AIデマンド交通など

③バス路線網を踏まえた交通結節点の
乗継利便性向上

５ 情報発信の充実 スマートバス停など

６ ダイヤ見直しによる接続性向上
路線バス同士や他の交通機関との
接続性など

７ バス停の待合環境向上
バス停付近の商業施設との連携な
ど

④新技術を活用した新たな
移動サービスの活用検討

８ AI デマンド交通の活用検討

９
グリーンスローモビリティ（グリスロ）
の活用検討

10
環境に配慮した公共交通の実現に向けた
新たなバス車両の導入検討

EVバスなど

⑤公共交通の利用促進に向けた
ソフト施策の推進

11
広報・イベント活動による公共交通の
利用促進

スマートムーブデー，乗り方教室な
ど

12 地域住民との意見交換会の実施

⑥来訪者にとっても公共交通を
利用しやすい環境の構築

13
ICT 技術などの活用によるシームレスな
乗継情報の提供

GTFSデータの活用，MaaSなど

⑦公共交通ドライバーの確保 14 公共交通ドライバーの魅力などの発信 運転手合同就職相談会など 3



・（函館市）函館市バス生活路線維持費補助金の交付
市内で運行する生活路線の運行赤字を対象に，国や北海道と協調しながら補助

金を交付している。
・（協議会）地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金の活用
市道高松新湊線の沿線を運行する望洋団地線（函館バス㈱）の維持のため，国

庫補助金を活用すべく，必要となる事項について協議を行った。

２-２. 施策①バス路線の維持と効率的な公共交通ネットワークの形成

■函館市バス生活路線維持費補助金

下記３種の補助金を支出（合計：59,334,001円）

①地域間幹線系統維持費補助金

複数市町村にまたがる幹線系統に対し

国・道にて補助金を支出しているが，その
補助対象経費から除外されてしまう一部に
対し，市から支出している補助金

3系統
10,394,000

円

②広域生活交通路線維持費補助金

系統キロ程が10km以上の広域的に運
行する生活路線について，道と協調して支
出している補助金

7系統
11,785,000

円

③函館市生活交通路線維持費補助金

経路上の全てのバス停留所が函館市内

に設置されている路線の赤字額の一部に対
し，市単独で支出している補助金

85系統
37,155,001

円

■地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金
の活用

幹線系統を補完する，赤字の支線（フィーダー）の運行経
費に対して国が支出している補助金。本補助金の活用にあ
たり必要となる，運行計画の策定や，運行後の評価に係る
協議を函館市地域公共交通協議会にて協議を行っている。
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・（協議会）西部地区AIデマンド交通の実証運行の実施
効率的かつ利便性の高い公共交通ネットワークを意識した，地区特性に応じた最

適な運行形態導入に向けた検討・取組を進める中で，函館山山麓の急な斜面に宅
地が立地しており，狭隘な細街路も多く，バス停・電停までの距離が遠いなど交通上
の課題を抱えていた西部地区において，ＡＩデマンド交通の実証運行を行った。

施策②地区特性に応じた運行形態の見直しによる交通の確保

施策④新技術を活用した新たな移動サービスの活用検討

実施主体 函館市地域公共交通協議会

運行期間
令和６年１０月１５日（火）～
令和７年２月１１日（火）１２０日間

運行範囲
西部地区の右記黄色着色箇所
（入舟町・船見町・弥生町・弁天町・大町・末広町・元町・
青柳町・谷地頭町・住吉町・宝来町）

運行事業者
・ＡＩ配車システム・・・(株)未来シェア
・車両運行，予約受付・・・函館第一交通(株)

運賃 大人 300円 小児・身体障がい者等 150円ほか

利用方法
・電話またはWebから予約
・乗合運行

運行車両 タクシー車両２台

実施結果
全体予約数:１，９７９件
延べ利用者数（使用座席数）:２，１９０人

5

２-３.



・（函館バス㈱）スマートバス停の設置
函館駅前４番のり場および函館山山頂バスのりばへ，スマートバス停をそれ

ぞれ１基導入し，運用を開始。これにより，観光客や地域住民に向けてリア
ルタイムの運行情報の提供や，観光客へのわかりやすい案内が可能となり，観
光の移動がより便利になることが期待される。

２-４. 施策③バス路線網を踏まえた交通結節点の乗継利便性向上

6（※資料：函館バス㈱）

●函館駅前 ●函館山山頂



・（協議会，協力：函館バス㈱）バスの乗り方教室の開催
市内小学校１校にて，路線バスの利用方法に関する理解醸成や

バス運転手への興味喚起を図った。
・（函館バス㈱）バス冒険キング等の実施

夏・冬休み期間の市内小中学生を対象とした利用促進策等を実施

２-５. 施策⑤公共交通の利用促進に向けたソフト施策の推進

バスの乗り方教室

函館バス㈱の協力により，函館市立弥生小
学校にて，同校１・2年生を対象として，路線
バスの利用方法やバス運転手の仕事等について
説明を行ったほか，同校敷地内に路線バスを配
車し，乗車方法について体験学習を実施した。

7

バス冒険キング等

小中学生を対象とし
て，夏休み・冬休み期
間中に函館バス車内
で「記名式のICAS 
nimocaカードをはじめ
とするニモカカード」で支
払った乗車料金のうち，
半額が後日ポイント
バックされる。
その他，函館バス㈱

では，函館ポールス
ターにおけるバスフェス
ティバルの開催等，利
用促進に向けた取組
を行っている。

（※資料：函館バス㈱）



・（函館地区バス協会・道南地域公共交通活性化協議会）
バス運転手合同就職相談会の開催

道南地域のバス会社が会場に集まり，直接就職相談を行うことができる就職
相談会を３回開催

・（函館市）公共交通運転手確保事業費補助金の開設
新たに採用する運転手の二種免許取得に係る経費を全額負担する事業者に

対して交付する補助金を開設した。

２-６. 施策⑦公共交通ドライバーの確保

バス運転手合同就職相談会 函館市公共交通運転手
確保事業費補助金

• 道南のバス会社やハローワー
クの各担当者が，バス運転
手の仕事に興味関心のある
方に対し，就職相談を行う
取組

• 函館市も参画している道南地
域公共交通活性化協議会と
函館地区バス協会が共催し，
令和５年度から実施

• 会場は市内（渡島総合振興
局）のほか，東京都会場と
もリモート接続して相談受付
を実施。

• 深刻化するバスおよびタクシーの
運転手不足を受け，公共交通
運転手の確保を図ることで，将
来にわたって持続可能な公共交
通ネットワークを構築するため，
運転手に必要となる二種免許
取得に係る経費を全額補助す
る公共交通事業者に対して支
援

8

バス １社 3名 328,925円

タクシー ３社 23名 1,797,938円

（※資料：道南地域公共交通活性化協議会）



３-１. 函館市地域公共交通計画における評価指標

評価指標 現状値 目標値 指標の考え方 目標値の考え方
対応する
目標

1
公共交通利用者数の
減少率と
人口減少率の差

公共交通
利用者数の減少率
＞人口減少率

公共交通
利用者数の減少率
≦人口減少率

（令和10年度）

人口減少の中でも路線バスお
よび路面電車利用者数の減少
を抑制し，持続可能な公共交
通が実現しているかを評価

基準年度（令和4年
度）から算出年度の
減少率を比較

①②③

2
乗合バス事業
経常収支率

67.6%
（令和元年度）

75%
（令和10年度）

経営面から持続可能な公共交
通を構築できているかを評価

函館バス（株）の乗
合バス事業の経常収
支率
（コロナ前の数値を
基準）

①②③

3
主要交通結節点
利用者数

5,224人/日
（令和3年度）

5,750人/日
（令和10年度）

主要交通拠点の利用状況を評
価することで，公共交通がま
ちの賑わいに寄与しているか
を評価

函館駅前，五稜郭，
亀田支所前，湯倉神
社前バス停の総利用
者数（バスICカード
利用者）

②③

4
公共交通利用者の
満足度

22%
（令和4年度）

30%
（令和10年度）

本計画にて定めた利便性に関
する各種施策等により，公共
交通に対する市民の満足度の
向上が図られているかを評価

市民を対象としたア
ンケート調査におけ
る，路線バス・市電
に対する満足度

③

5
公共交通ドライバー
の確保に向けた
イベントの参加人数

－
30人/回

（令和６～
令和10年度）

本計画にて定めた担い手確保
に関する各種施策等により，
公共交通ドライバーに対する
関心度を評価

公共交通ドライバー
募集に関するイベン
トを対象

④

9



・公共交通利用者数（函館バス㈱の路線バスおよび函館市電）は，基準年
とした令和4年度から増加傾向にあり，減少率はマイナスとなっている。
・減少を続けている函館市の人口と比較すると，公共交通利用者数の減少
率が少ないことから，令和6年度時点で目標は達成している。

３-２. 指標①公共交通利用者数の減少率と人口減少率の差

R4 R5 R6

■バス利用者数
(函館・昭和・日吉営業所の
在籍車両の実績による）

6,394 7,297 7,676

■市電利用者数 4,436 4,990 5,506

■合計 10,830 12,287 13,182

減少率 △13.45% △21.71%

R4 R5 R6

■総人口 242,467 238,213 234,530

減少率 1.75% 3.27%

●公共交通利用者数 ●函館市総人口

令和６年度の公共交通利用者数の減少率
▲２１．７１％ ＜

人口減少率 ３．２７％

10
（※資料：函館バス㈱，函館市交通事業会計決算書，函館市（住民基本台帳人口））



・収支率は改善を続けており，基準年とした令和元年度の数値よりも上昇して
いるが，目標値には至っていない。
・今後はさらなる利用促進等により，経営面から持続可能な公共交通の構築
を図る必要がある。

３-３. 指標②乗合バス事業収支率（函館バス㈱の数値）

※収支率の算出方法は，
経常収益÷経常費用×100

11（※資料：函館バス㈱）

R元 R2 R3 R4 R5 R6 目標値

収支率 67.58 59.44 56.81 62.32 67.85 70.45 75
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・評価指標は，函館駅前・五稜郭・亀田支所前・湯倉神社前の主要交通拠
点の総利用者数（乗降者数）としている。
・令和3年度以降増加し，令和６年度は前年度を下回ったものの，目標値
を超えた状態にあることから，今後も施策を継続し，目標値以上の値の維持
を図る。

３-４. 指標③主要交通結節点利用者数

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 目標値

利用者数 5124 5130 6275 6129 5750
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7000
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※利用者数は
各年度１０月
のnimocaデータ
により，各バス
停の乗降者数
総数を，31日
で除算した１日
平均利用者数を
使用

（※資料：函館バス㈱）

R3 R4 R5 R6 目標値

合計 5,224 5,130 6,275 6,129

5,750

函館駅前 1,239 1,716 1,890 2,072

五稜郭 2,147 1,273 2,114 2,062

亀田支所前 1,161 1,435 1,547 1,373

湯倉神社前 677 706 724 622



・「バス運転手合同就職相談会」の参加者数は，全３回で計５７人，１回平均
では１９人となり，目標値３０人／回を下回っている。
・今後は参加者数を増やすために，開催方式や周知方法の工夫等について検討す
る必要がある。
・なお，採用者は計１４名となっており，運転手の獲得には寄与している。

３-５. 指標⑤公共交通ドライバーの確保に向けたイベントの参加人数

開催日 会場 参加者数 ※採用実績

①令和６年６月３０日（日）
渡島総合振興局

１７ ４

②令和６年１０月２７日（日） １８ ４

③令和７年３月２３日（日）

・渡島総合振興局
・ふるさと回帰支援センター
（東京都の会場と振興局をWEBで
つなぎ，オンライン相談を行う
他，函館市への移住相談も実施）

２２
（うち東京会場１）

６
（うち東京会場０）

合 計 ５７ １４

平 均 １９ ４．６

※ 周知状況
・函館会場：函館市広報誌掲載ほか，タウン誌・FMいるか等
・東京会場：同所内へのチラシ・ポスター・メルマガ等掲載
※東京会場は就職相談が１件となった一方，移住相談は４件であった。使用できる会場が，「移住」を主
とした相談機関であったことから，職種を限定することとなる相談はハードルが高かったことが想定される。

13（※資料：渡島総合振興局）



・４項目のうち（最終年度に評価を行うものを除く），２項目についてはすでに達成
されていることから，今後もその状態を維持する必要がある。
・一方，未達成である２項目「乗合バス事業経常収支率」・「公共交通ドライバーの
確保に向けたイベントの参加人数」については，計画年度中の達成に向け，内容の
改善を図りつつに施策の実施を継続する必要がある。

３-６. 令和６年度の評価指標毎の達成状況

評価指標 現状値 目標値 令和６年度評価 達成状況

１
公共交通利用者数の減
少率と
人口減少率の差

公共交通
利用者数の減少率
＞ 人口減少率

公共交通
利用者数の減少率
≦ 人口減少率

（令和10年度）

公共交通
利用者数の減少率

(▲21.71%)
＜

人口減少率(3.27%)

達成

２
乗合バス事業
経常収支率

67.6%
（令和元年度）

75%
（令和10年度）

70.45％
未達成

※前年度からは
上昇

３
主要交通結節点
利用者数

5,224人/日
（令和3年度）

5,750人/日
（令和10年度）

6,129人／日 達成

４
公共交通利用者の
満足度

22%
（令和4年度）

30%
（令和10年度）

※最終年度にアンケート調査を実施して評価

５
公共交通ドライバーの
確保に向けたイベントの
参加人数

－
30人/回

（令和６～
令和10年度）

１９人／回 未達成

14



・令和６年度の施策の実施状況については，西部地区ＡＩデマンド交通の実証運
行を行ったほか，運転手免許補助金の創設，バスの乗り方教室の開始など，新たな
取組が実施された。
・評価指標においては，2項目が目標を下回っていることから，次年度以降で改善を
図る必要がある。
・令和6年度評価について，下記のとおり取りまとめ，主務大臣あて提出したい。

４ 全体評価

15

＜地域公共交通計画の評価等結果の様式＞

函館市地域公共交通計画の評価等結果（令和６年４月～令和７年３月）

目標 目標を達成するための取組 調査方法 達成状況・分析 評価・次年度に向けた課題や取組 備考

公共交通利用者数の
減少率 ≦
人口減少率

函館市バス生活路線維持費補
助金の交付，路線バス乗り方教
室の開催など

路線バスおよび路面電車利
用者数を確認

達 成
（公共交通利用者数の減少
率▲21.71%)＜（人口減少

率3.27%)

達成状況を維持するため，施策の実施を
継続する。

乗合バス事業経常収支率
７５％

函館市バス生活路線維持費補
助金の交付など

函館バス（株）の乗合バス
事業の経常収支率を確認

未達成
（70.45％）

収支率は前年度より上昇傾向にあるものの，
目標値へ近づけるため，利用促進等の施
策を実施する。

主要交通結節点利用者数
5,750 人/日

路線バス乗り方教室の開催，ス
マートバス停の設置など

４箇所の主要バス停の総利
用者数（バスICカード利用
者）を確認

達 成
（6,129人／日）

達成状況を維持するため，施策の実施を
継続する。

公共交通利用者の満足度
３０％

－ － － －
最終年度（令和10年度）

に市民アンケートを実施

公共交通ドライバーの
確保に向けたイベントの
参加人数
30 人/回

バス運転手合同就職相談会の
開催・函館市公共交通運転手
確保事業費補助金の支出など

公共交通ドライバー募集に関
するイベントの参加人数を確
認

未達成
（19人／回）

参加人数の増加へ向け，周知方法や開
催方式の見直しを行う。



（参考）地域公共交通網形成計画 数値目標(H27~R5)の達成状況
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目標 目標を達成するための取組 調査方法 達成状況・分析

①路線バス利用者数の減少率

　≦人口減少率
函館バス㈱の路線バス利用者数を確認

達成

路線バス利用者数の減少率(2.95％)

＜ 人口減少率(19.17％)

②乗合バス事業収支率

（81.8％）

函館バス（株）の乗合バス事業の経常収支率

を確認

未達成

（67.1％）

③整備後の交通拠点利用者数

・五稜郭周辺 2,602 人／日

・美原周辺 1,122 人／日

・湯川周辺 829 人／日

４箇所の主要バス停の総利用者数（バスIC

カード利用者）を確認

五稜郭周辺 2,324人／日（未達成）

美原周辺 1,397人／日（達成）

湯川周辺 612人／日（未達成）

④乗車カード利用率

（64.9％）
函館バス㈱における乗車カード利用率を確認

達成

（67.8％）

⑤路線バスや市電に対する満足度

（24.8％）
市民アンケート調査結果を確認

未達成

（22.4％）

⑥東部地区における

　路線バスに対する満足度

（15.2％）

・地域の特性に応じた交通ネットワークの構

築
市民アンケート調査を確認

未達成

（14.3％）

⑦出前講座，ノーマイカーデー，

　イベントの実施回数

（12回）

・新たな需要創出に向けた利用促進および

市民意識の醸成

出前講座，ノーマイカーデー，イベントの実施回

数を確認

未達成

（８回／年）

・交通結節機能とサービスレベルの向上によ

る，効率的で持続可能な交通ネットワーク

の構築

・交通機関相互の連携強化


